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令和４年 第１回定例会

　令和４年第１回定例会が、３月２日から３月１４日までの１３日間の会期で開催されました。
令和４年度一般会計予算、特別会計予算、条例改正案件、人事案件、令和３年度各会計補正予算
など、町長提出議案等３７件、議員提出議案１件が審議され、全会一致で原案どおり可決・同意
されました。
　一般質問には、９人の議員が登壇し、町政に対しての質問、答弁が展開されました。

日本一幸せなＤＡＩＧＯづくりに
118億8800万円（令和４年度 一般会計当初予算）

令和４年度当初予算５つのポイント

○誰もが安心・安全に暮らせるまちづくり
・仮称北田気大橋に係る橋梁光ケーブル添架工事　　　 　１２５２万円
・高規格救急車購入　　　　　　　　　　　　　　 　　　４１５０万円
・都市再生整備計画事業（建設課分）　　　　　　　　　　  ８７５万円
・中心市街地排水処理対策事業基本設計業務委託　　　　 １６００万円
・林道トンネル長寿命化計画策定業務　　　　　　　　　　 ４１０万円
・北田気住宅浄化槽設置工事　　　　　　　　　　　　　 １３２２万円
・都市計画基礎調査業務　　　　　　　　　　　　　　　　 ２２４万円

ポイント１

≪基本方針≫
　新型コロナウイルス感染症の影響による時代の変化へ的確に対応し、新たな取組を進めるチ
ャンスとして捉え、町の課題解決に則した事業を推進します。
　また、経済財政運営と改革の基本方針２０２１で示された、グリーン社会の実現やデジタル
化の加速、子どもを産み育てやすい社会の実現を目指すとともに、引き続き、感染拡大防止策
の徹底と医療提供体制の維持や町経済の着実な回復に向けた施策を的確に、かつ、スピード感
を持って実施します。
　主な新規事業は次のとおりです。

令和４年度　各会計予算
会　　計　　別 予　算　額 前年度比較（△減） 伸び率

一般会計 118 億 8800 万円 9 億 8800 万円 9.1％
国民健康保険事業特別会計 23 億 9801 万 5 千円 １億 7691 万 4 千円 8.0％
後期高齢者医療特別会計 2 億 8084 万 5 千円 △ 501 万 3 千円 △ 1.8％
介護保険特別会計 27 億 80 万 4 千円 △ 2806 万 7 千円 △ 1.0％
介護サービス事業特別会計 1279 万 2 千円 79 万円 6.6％
浄化槽整備事業特別会計 1 億 2770 万 7 千円 419 万 3 千円 3.4％
水道事業会計 9 億 1982 万 4 千円 395 万 2 千円 0.4％

総　　　　額 183 億 2798 万 7 千円 11 億 4076 万 9 千円 6.6％
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当初予算って何ですか？
　 新しい年度（４月から翌年３月まで）が始まる前に、１年間でどれくらいの収入がある

か、その収入をもとにして、どのような行政サービスを行うか計画します。その計画し
た事業の費用の総額を「当初予算」といいます。これらの内容をまとめたものが「予算書」
です。大子町に入ってくるお金のことを「歳入」、使うお金のことを「歳出」といいます。

　このほかに「森林環境譲与税活用事業」などの事業が示され、全体で８７の新規事業が実施
されることになりました。

○未来を担う心豊かな人を育むまちづくり
・防災対応型炊飯センター建設事業（給食センター敷地内） １億５４０万円
・林務支援システム導入事業　　　　　　　　　　　　　　  ５３６万円
・厨

ちゅうかい

芥処理機購入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ６６０万円
・教育ＧＩＧＡ端末用フィルタリングソフト導入事業　 　 　５２１万円
・Ｇｏｏｇｌｅ Ｗｏｒｋｓ ｆｏｒ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ 導入事業　　　  ４７万円

○地域の資源を紡
つむ

ぎ町のストーリーとして発信するまちづくり
・袋田観瀑施設トンネル内照明改修事業　　　　　　  １億２６２８万円
・那須塩原ー大子間路線バス運行実証事業　　　　　　　　  ４６４万円
・やみぞ本館屋上防水改修工事　　　　　　　　　　　　  １９６０万円
・秋のだいご美　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ４００万円
・やみぞ浴室温泉管・給水管布設替工事　　　　　　　　　  ８８６万円
・八溝山林道路面清掃事業　　　　　　　　　　　　　　　  １３０万円
・道の駅奥久慈だいご周辺イルミネーション装飾業務　　　  ５２０万円
・大子町営研修センター工事　　　　　　　　　　　　　　  ２０１万円

○元気、にぎわい、活力ある産業を創造するまちづくり
・大子おやき学校蒸気ボイラー更新工事　　　　　　 　    　２７０万円
・町内事業者向けセミナー事業　　　　　　　　　　　　     　２５万円
・大子産漆抗ウイルス試験業務　　　　　　　　　　　　　     ９９万円
・大子産米穀粒判別器整備事業補助金　　　　　　　　　　     ５２万円
・空き店舗設計業務　　　　　　　　　　　　　　　　     　３００万円
・大子おやき学校施設用備品整備議業　　　　　　　　     １７１１万円

○交流と協働による、魅力あふれ、健全で持続可能なまちづくり
・まちなかの空き地活用事業基本計画策定業務　　　　　　　２４４万円
・大子町役場総合管理業務　　　　　　　　　　　　　　　４８５４万円
・交流拠点施設設計業務　　　　　　　　　　　　　　　　　７７４万円
・コミュニティＦＭ連携機能移設業務　　　　　　　　　　　３６３万円

ポイント５

ポイント２

ポイント３

ポイント４
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※介護予防サービス計画費収入を減額し、一般会計繰入金を増額する（予算内での財源変更）
ため、予算額に変更はありません。
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特別会計等 補　正　額 補正後の予算額

大子町国民健康保険事業特別会計（第 4 号） 58 万 7 千円 22 億 7802 万 2 千円

大子町介護保険特別会計（第 3 号） 332 万 9 千円 27 億 5011 万 2 千円

大子町介護サービス事業特別会計（第 2 号） ※　　　　　　0 円 1222 万 2 千円

大子町浄化槽整備事業特別会計（第 1 号） △ 1722 万 4 千円 1 億 629 万円

大子町水道事業会計（第４号）〔収益的収入〕 △ 2330 万 6 千円 4 億 3636 万 7 千円

　　　　　　〃　　　　　〔収益的支出〕 1510 万 2 千円 4 億 8951 万円

　　　　　　〃　　　　　〔資本的収入〕 244 万 8 千円 1 億 9556 万 3 千円

　　　　　　〃　　　　　〔資本的支出〕 3816 万 5 千円 4 億 3569 万円

一般会計補正予算（第12号）の主なもの

特別会計等の主な補正額

歳　　　　入 補　　正　　額

地方交付税 １億９９８４万７千円

国庫支出金 △２７１９万３千円

県支出金 △７８７万円

繰越金 △３億４３６３万７千円

町債 ６８７８万６千円

歳　　　　出 補　　正　　額

東京 2020 オリンピック聖火リレー事業費 △１２６６万８千円

保育児童委託料 △９６０万円

町外搬出し尿汚泥等処理業務委託料 △１５００万円

有害鳥獣捕獲報償金 △８６０万８千円

松沼橋改築事業負担金 △２５３８万４千円



議案番号 議　　　案　　　名 結　果
議案第 12 号 大子町公共施設整備基本条例 原案可決

議案第 13 号 大子町学校教育施設整備基金条例 原案可決

議案第 14 号 大子町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 15 号 大子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 16 号 大子町行政財産使用料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 17 号 大子町レンタサイクルの設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例 原案可決

議案第 18 号 大子町の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定等の変更
について 原案可決

議案第 19 号 町道路線の廃止について 原案可決

議案第 20 号 奥久慈茶の里公園の指定管理者の指定について 原案可決

議案第 21 号 大子おやき学校の指定管理者の指定について 原案可決

議案第 22 号 大子町農業委員会委員の任命に関する特例について 原案同意
議案第 23 号
から議案第
34 号まで

大子町農業委員会委員の任命について 原案同意

議案第 35 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案適任

議案第 36 号 令和３年度大子町一般会計補正予算（第１２号） 原案可決

議案第 37 号 令和３年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 38 号 令和３年度大子町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 39 号 令和３年度大子町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 40 号 令和３年度大子町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 41 号 令和３年度大子町水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決

委員会報告第
１号 常任委員会審査報告（予算・決算委員会）

議案第 42 号 令和４年度大子町一般会計予算 原案可決

議案第 43 号 令和４年度大子町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 44 号 令和４年度大子町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第 45 号 令和４年度大子町介護保険特別会計予算 原案可決

議案第 46 号 令和４年度大子町介護サービス事業特別会計予算 原案可決

議案第 47 号 令和４年度大子町浄化槽整備事業特別会計予算 原案可決

議案第 48 号 令和４年度大子町水道事業会計予算 原案可決

議員提出議案
第１号 ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議 原案可決

常任委員会委員の選任について

議会運営委員会委員の選任について
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【
第
38
代
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
】

金
澤
眞
人
議
長

　

こ
の
度
の
改
選

に
よ
り
ま
し
て
第

38
代
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
収
ま
ら
な
い
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
日

本
経
済
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
大
子
町
で
は
、
新
庁
舎
の
建
設
、

衛
生
セ
ン
タ
ー
の
建
設
久
慈
川
緊
急
治
水

対
策
事
業
、
国
道
１
１
８
号
袋
田
バ
イ
パ

ス
工
事
、
松
沼
橋
の
架
け
替
え
、
防
災
道

の
駅
指
定
に
よ
り
現
庁
舎
跡
地
の
整
備
な

ど
、
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
続
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
深

く
か
か
わ
る
事
業
で
あ
り
、
議
会
と
し
て

も
事
業
の
遂
行
を
し
っ
か
り
見
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
議
員
同
士
の
協
議

や
討
議
を
深
め
、
議
会
機
能
の
向
上
を
図

り
、
開
か
れ
た
、
必
要
と
さ
れ
る
議
会
を

目
指
し
ま
す
。
安
心
安
全
、
自
信
と
誇
り
、

そ
し
て
満
足
感
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
地

域
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

各
種
委
員
会
の
紹
介

◎
総
務
経
済
委
員
会

　

委
員
長　
　

須
藤　

明

　

副
委
員
長　

福
田
祥
江

　

委
員　
　
　

飯
村　

剛

　

委
員　
　
　

菊
池
富
也

　

委
員　
　
　

菊
池
靖
一

　

委
員　
　
　

中
郡
一
彦

　

委
員　
　
　

金
澤
眞
人

◎
文
教
厚
生
委
員
会

　

委
員
長　
　

川
井
正
人

　

副
委
員
長　

大
森
勝
夫

　

委
員　
　
　

齋
藤
忠
一

　

委
員　
　
　

鈴
木
陸
郎

　

委
員　
　
　

藤
田　

稔

　

委
員　
　
　

野
内
健
一

◎
予
算
・
決
算
委
員
会

　

委
員
長　
　

菊
池
富
也

　

副
委
員
長　

飯
村　

剛

※
委
員
は
議
長
を
除
く
12
名

◎
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

大
森
勝
夫

　

副
委
員
長　

福
田
祥
江

　

委
員　
　
　

須
藤　

明

　

委
員　
　
　

川
井
正
人

　

委
員　
　
　

菊
池
富
也

人権擁護委員に菊池達男氏を推薦
　大子町人権擁護委員の菊

き く ち

池達
た つ お

男氏が、令和４年６月３０日で任期満了となるため、引き続き同氏を
推薦することに同意しました。任期は令和４年７月１日から令和７年６月３０日までです。

新正副議長が決定

【
第
34
代
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
】

菊
池
靖
一
副
議
長

　

現
在
大
子
町
は
、

町
を
支
え
る
若
者

の
減
少
が
大
き
な

課
題
と
な
る
中
、
町
の
活
性
化
を
図
る
た

め
様
々
な
魅
力
あ
る
施
策
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
こ
と
で
、
町
内
外
か
ら
の
評
価
も
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
で
町
は
、
避
難
民
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
こ
と
を
い
ち
早
く
表
明
し
ま
し

た
。
受
け
入
れ
が
実
現
し
た
時
は
、
町
を

上
げ
て
支
援
を
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
議
会
は
、
町
執
行

部
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
緊
張
関
係
を
保

ち
政
策
を
決
定
し
、
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
議
員
同
士
の
議
論
に
さ
ら

に
磨
き
を
か
け
執
行
部
と
も
協
議
を
尽
く

し
、
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
・

監
視
を
し
て
更
に
効
果
を
上
げ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

議
長
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　第１回定例会において、正副議長の改選が行われ、議長に金澤眞人議員、副議長に菊池靖一議員が選
出されました。また、議会運営委員会、各常任委員会の改選も行われました。（委員会の任期は令和４年
４月 10 日から令和６年３月 30 日まで）

大子議会だより No.209　6

令和４年第１回定例会



12 名の大子町農業委員会委員が決定
　令和４年３月３１日で任期満了となる大子町農業委員会委員の任命に当たっては、推薦・公募の結
果、認定農業者等が委員の過半数に満たないため、特例により委員の過半数を認定農業者等又はこれ
らに準ずる者とすることに同意したうえで、１２名すべてを大子町農業委員会委員に任命することに
同意しました。任期は令和４年４月１日から令和７年３月３１日までです。

令和４年度当初予算の審査（予算・決算委員会）
　令和４年度当初予算（議案第４２号から議案第４８号まで）については、予算・決算委員会に付託
され２日間にわたり審査が行われました。
　審査終了後の採決の結果、すべての議案について原案どおり可決されました。

【大子町農業委員会委員】

〇見
み こ し

越　文
ふみ

江
え

 氏（１期目）　　　〇齋
さいとう

藤美
み え こ

枝子 氏（３期目）　　　〇斎
さいとう

藤　弘
ひろ

任
と

 氏（３期目）

〇菊
き く ち

池洋
よういちろう

一郎 氏（３期目）　　　〇樋
と い た

田　寿
とし

雄
お

 氏（１期目）　　　〇鈴
す ず き

木　和
か ず こ

子 氏（３期目）

〇益
ま し こ

子　英
ひで

雄
お

 氏（３期目）　　　〇藤
ふ じ た

田　　深
ふかし

 氏（３期目）　　　〇大
おおはた

畠　義
よしてる

照 氏（３期目）

〇塙
はなわ

　正
ま さ ひ こ

比古 氏（３期目）　　　〇仲
な か の

野　　壽
ひさし

 氏（３期目）　　　〇飯
いいおか

岡　　功
いさお

 氏（１期目）

一般会計予算審査

予算・決算委員会での主な質疑（一部を抜粋して掲載しています）

【総務費】

議　員： 郵便局窓口サービス証明書発行業務の今後の計画は？

町民課： 令和４年度から２局（大子郵便局、大子池田郵便局）が増えて５局で業務を行う。
ほかの町内郵便局についても、日本郵便（株）関東支社と協議しながら検討していく。

議　員： 令和４年度のタクシー利用補助事業の補助率はどれくらい？

まちづくり課： 令和３年度と同様に、４分の３の補助を予定している。

【民生費】

議　員： 保育所の遊具は老朽化しているので、計画性を持って更新するべきでは？

福祉課： 老朽化している状況は把握している。優先度合いをつけながら、随時対応
していく。

7　大子議会だより No.209
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【衛生費】

議　員： 令和４年度から資源物を集団回収する団体への補助金交付が始まるが、地元の老
人会などは該当になるの？

生活環境課： この制度を幅広く使ってもらいたいと考えている。営利を伴わない地区の
老人会などは団体条件として問題ない。

【農林水産業費】

議　員： 大子産うるしの抗ウイルスの試験結果や価値は、どのようにＰＲしていくの？

農林課： 試験データを基に、付加価値向上の周知を積極的に図っていく。

【商工費】

議　員： 秋のだいご美事業の具体的な計画は？

観光商工課： 令和３年度は２か所での分散型の花火を実施した。令和４年度も短時間の
打ち上げを何週かに分けて実施する予定である。コロナの状況にもよるが、
感染症対策をとりつつ広くＰＲして多くの人に見ていただきたい。

【土木費】

議　員： 松沼橋の架け替えに係る総事業費と町の負担する額はどれくらいになるの？

建設課： 現時点での概算は総額１４億４千万円。そのうち、町の負担額は３億３千３百万円だ
が、国庫補助や交付税の措置があるため、実質の負担額は現時点で、４千万円くら
いになると思われる。

【消防費】

議　員： 町に防災士は何人くらいいるの？今後の事業計画はあるの？

総務課： 令和３年９月現在では３３名いたが、今年２月に４４名が合格して人数が大幅に増
えた。来年度に防災士を集めて行う事業等の計画は予定していないが、防災士の
横の連携づくりを考える。

【教育費】

議　員： 中高連携事業検討委員会の設置に伴う今後の計画は？

教育委員会事務局： 町内の中学校と大子清流高校の連携事業としてどのようなことができ
るか、今後検討していく。

大子議会だより No.209　8
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特別会計予算審査

【国民健康保険事業】

議　員： 賦課方式の変更によって保険料（税）が上がる人はどれくらいいるの？また、上が
る人と下がる人の違いは何か？

町民課： ３分の１の人が上がる見込みである。家族が多い人は上がる傾向にあり、資産割
がなくなるため、今まで該当していた人は下がる。

【介護保険】

議　員： 今後の保険料はどのように推移するの？

福祉課： 今後はゆるやかな増加が予想される。３年に１度行う保険料見直しの際には、基
金の積み立てと取り崩しを調整しながら、負担が大きくならないように努める。

【水道事業会計】

議　員： 生瀬浄水場導水管移設工事の内容は？

水道課： 浄水場の近くに堤防ができるため導水管を移設する工事であり、浄水場自体の改
修は予定していない。

新庁舎の備品（イスや机など）取得にかかる契約について可決
　令和４年第１回臨時会が２月９日に開催され、新庁舎で使用する備品購入の契約など、町長から提
出された議案１１件について、全会一致で原案どおり可決されました。

令和４年 第１回臨時会

第１回臨時会　提出議案と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第１号
令和３年度大子町一般会計補正予算（第９号）の専決処分の承認を求
めることについて

原案承認

議案第２号
令和３年度大子町一般会計補正予算（第１０号）の専決処分の承認を
求めることについて

原案承認

議案第３号
大子町し尿処理施設災害復旧事業資源化施設建設工事請負契約の締結
について

原案可決

議案第４号 新庁舎執務室デスクの取得について 原案可決

9　大子議会だより No.209
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議案第５号 新庁舎執務室イスの取得について 原案可決

議案第６号 新庁舎執務室収納庫の取得について 原案可決

議案第７号 新庁舎会議室等テ－ブル、イス等の取得について 原案可決

議案第８号 新庁舎応接用家具等の取得について 原案可決

議案第９号 新庁舎ロッカー、パーティション等の取得について 原案可決

議案第 10 号 令和３年度大子町一般会計補正予算（第１１号） 原案可決

議案第 11 号 令和３年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

大子議会だより No.209　10

２月、３月、４月は主に次のような議員活動を行いました。

議員の活動報告します！

２月

３月

４月

・議会だより発行〔広報委員会〕
・第 1回臨時会　〔全議員〕
・大子町国保運営協議会　〔委員５名〕
・後期高齢者医療広域連合会第 1回定例会　〔議長〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・防災士養成研修（大子研修センター）　
・第１回定例会　〔３月２日～３月１４日〕
・議会運営委員会
・広報委員会　
・予算・決算委員会
・第１７回新庁舎建設検討委員会現地視察　〔全議員〕
・総務経済委員会町内視察（小生瀬地内太陽光発電施設）　
・町村自治功労者表彰式　〔議長〕
・男体山山開き　〔議長〕
・正副議長就任あいさつ　〔正副議長〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・交通安全街頭キャンペーン　〔議長〕
・市町村長・市町村議会議長会議　〔議長〕

令和４年第１回臨時会・議員の活動報告

・子育て世帯等臨時特別給付金事業費　　　　　　　　　　　　３００万円
・新型コロナワクチン接種事業費　　　　　　　　　　　　７１５万４千円
・斎場排気筒交換工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　７４８万円

一般会計補正予算（歳出）の主なもの



○ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議
　第１回定例会において、「ロシアによるウクライナへの侵略に断固抗議する決議」を全会一致で可決

しました。

　ロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、国際社会の平和と秩序、安全を脅かし、明白な国際法違

反であり、断じて容認できません。大子町議会では、ロシアに対し、一連のウクライナへの軍事侵略

に厳重に抗議するとともに、世界の恒久平和の現実に向け、国際法に基づく平和的解決を求め決議し

たものです。

　また、「ウクライナ人道危機救援金」として、大子町議会議員会から日本赤十字社大子分区長の高梨

町長へ手渡しました。

○小さな視察団が来庁
　３月２日、依上小学校３年生（当

時）の児童１２名が、社会科見学で

役場庁舎を訪れました。担当職員の

案内で庁舎内を見学。議場では議員

の席にそれぞれ１人ずつ座り、高梨

町長と齋藤議長のお話を聞いたり、

クイズをして楽しみました。

ピックアップ

11　大子議会だより No.209

依上小学校 3 年生（当時）の皆さん

高梨町長に救援金を手渡す、齋藤議長と藤田議員会副会長

議員の活動報告

ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議 

 

 ロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、国際社会の平和と安全を

著しく損なう暴挙であり、多くの人命を奪い、人々の生活を不安と

恐怖にさらしている、断じて許すことのできない行為である。 

 このような武力を背景とした、一方的な現状変更は、明白な国際

法違反であり、国際社会の秩序を根幹から揺るがすもので断じて看

過できない。 

 ここに大子町議会は、ロシアに対し、一連のウクライナへの軍事

侵攻に厳重に抗議するとともに、世界の恒久平和の実現に向け、国

際法に基づく平和的解決を求める。 

 政府においては、現地在留邦人の安全確保に努めるとともに、国

際社会と緊密に連携しつつ、毅然たる態度でロシアに対して制裁措

置の徹底と強化を図り、即時無条件でのロシア軍の撤退を求めるべ

きである。 

 以上、決議する。 

 

 

令和４年３月１４日 

                    茨城県大子町議会       
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一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょ
く状況、将来における施策方針等をただすことです。
　また議員は、町長等の答弁を受け、疑問をただすことはもとより，町民の立場に立った事
務事業の改善や政策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和４年 第１回定例会

町政に
ここが聞きたい！これを言いたい！
９人の議員が一般質問！！

質　　問　　内　　容 ページ 質　　問　　者

ポナイの森の植栽管理状況は
高齢者や子供たちに対する新年度予算は

P.13 菊池　富也　議員

今後、図書館の機能はどう変化 P.14 野内　健一　議員

ハイキング人気を高める対策は
町営研修センターにスポーツ合宿の誘致を

P.15 須藤　　明　議員

デジタル化時代の町づくりは
ＳＤＧｓの視点から見たまちづくり

P.16 金澤　眞人　議員

ヤングケアラーの実態調査は
アウトドア活動時のトイレ整備を

P.17 福田　祥江　議員

ふるさと納税返礼品の展示所を
コーヒーを飲みながら学習できる場所を
新幹線駅を結ぶ路線バスの実用化は

P.18 大森　勝夫　議員

さらなる支援策は考えているか
町内への誘客対策と町独自施策の周知を

P.19 藤田　　稔　議員

自宅療養者の支援体制の現状は
観光振興について

P.20 川井　正人　議員

新庁舎竣工に伴う公表の仕方は
来庁者への町のおもてなしを込めた案内を
ＪＲと更に連携した事業の推進を

P.21 飯村　　剛　議員

一般質問目次

おうちで議会を視聴しよう！
　現在はコロナ感染症の影響で傍聴を取りやめていますが、スマートフォンなどを利用
して自宅で議会の様子を見ることができます。定例会や臨時会の様子を生中継するとと
もに、録画配信も行っていますので、ぜひご利用ください。
※一般質問者ページのＱＲコードから、質問者を検索することもできます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
町
長
の
就
任
以
降
、数
々

の
新
規
事
業
や
施
策
に
つ
い
て

質
問
し
て
い
る
。
答
弁
の
中
で
¬

検
討
す
る
」、「
調
査
す
る
」
等
の

回
答
が
あ
っ
た
も
の
の
現
状
と

進
め
方
な
ど
を
伺
う
。

最
初
に
、
花
桃
の
苗
木
の
配
布
の

中
断
と
ポ
ナ
イ
の
森
に
植
栽
し

た
花
桃
の
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
り
花
き
苗
木
事
業
は

実
施
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
ポ
ナ
イ
の
森
は
、
平
成

29
年
度
か
ら
管
理
し
て
い
た
が
、

５
年
経
過
し
た
の
で
、
本
年
度

か
ら
管
理
し
て
い
な
い
。

【
菊
池
】
当
初
か
ら
苗
木
の
配
布

数
が
足
り
な
い
の
で
増
や
す
よ

う
要
望
し
て
い
る
。
ポ
ナ
イ
の
森

は
昨
年
ま
で
整
備
し
て
い
た
が
、

本
年
実
施
し
て
い
な
い
の
で
、
蔦つ
た

が
絡
ん
で
ひ
ど
い
状
況
で
あ
る
。

観
光
地
の
環
境
美
化
に
必
要
で

は
な
い
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
公
費
で
の
管

理
費
用
の
長
期
負
担
は
好
ま
し

く
な
い
。

【
菊
池
】
今
後
、
八
溝
山
の
景
観

を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
の

か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
八
溝
山
の
眺

望
の
問
題
は
、
関
係
機
関
と
調

整
を
行
っ
て
い
る
が
難
航
し
て

い
る
。

【
町
長
】
各
中
央
省
庁
に
ま
た
い

で
い
る
た
め
、
時
間
を
要
し
て

い
る
。
展
望
台
の
老
朽
化
の
問

題
も
含
め
努
力
す
る
。

【
菊
池
】
新
庁
舎
の
進
ち
ょ
く
状

況
を
12
月
の
議
会
で
質
問
し
た

が
、
町
は
順
調
で
あ
る
旨
の
答

弁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
２
月

初
め
の
定
例
議
員
協
議
会
で
は
、

建
設
が
遅
れ
て
い
る
の
で
工
期

を
延
長
す
る
旨
の
説
明
で
あ
る
。

一
体
、
い
つ
ま
で
に
完
成
し
て

建
設
費
の
総
額
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
、
資
材
の
高
騰
な
ど
で
、
遅

れ
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
本

体
工
事
20
億
７
７
０
０
万
円
。

外
構
工
事
、
進
入
路
等
を
合
わ

せ
る
と
約
30
億
円
。
現
役
場
庁

舎
の
解
体
は
、
別
事
業
で
実
施

予
定
。

【
菊
池
】
令
和
４
年
度
の
予
算
は
、

過
去
最
大
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
や
子
供
た
ち
に
対
す
る
予

算
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
福
祉
課
長
】
昨
年
度
と
同
程
度

で
あ
る
。
高
齢
者
に
は
、
Ｉ
Ｔ
介

護
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
を
、

子
供
た
ち
に
は
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
拡
充
を
予
定
。
教
育
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
の
ソ
フ
ト
導

入
事
業
な
ど
Ｉ
Ｔ
活
用
事
業
を
予

定
。

【
菊
池
】
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
間
接
的
な

支
援
よ
り
も
直
接
的
な
支
援
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。
高
齢
者
に

も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
配
布
し
、
使
用
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
今
後
の
課
題
と
考
え
る
。

【
菊
池
】
袋
田
の
滝
の
周
辺
整
備

は
。

【
建
設
課
長
】
今
年
度
、
滝
川
の

堆
積
土
砂
の
撤
去
を
実
施
。
ま
た
、

事
故
現
場
に
は
、
足
元
注
意
や
路

肩
注
意
の
看
板
を
設
置
す
る
。

【
菊
池
】
滝
つ
ぼ
か
ら
売
店
付
近

ま
で
の
整
備
は
。

【
建
設
課
長
】
滝
川
は
県
の
管
轄

で
あ
る
。

【
菊
池
】
保
育
士
、
看
護
師
の
賃

金
是
正
、
町
保
育
所
職
員
の
賃
金

是
正
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
保
育
士
、
幼
稚
園

の
教
諭
、
看
護
職
員
等
に
つ
い
て

は
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
。
町

職
員
に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持
と

す
る
。

【
菊
池
】
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
の
予
算

額
と
効
果
に
つ
い
て
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
令
和
４

年
度
の
予
算
は
、
２
４
４
２
万
円
。

利
用
者
は
、
１
日
当
た
り
12
～
13

人
。

【
菊
池
】
国
民
健
康
保
険
税
が
大

幅
に
上
が
る
が
、
経
過
措
置
と

し
て
、
町
か
ら
の
繰
入
金
は
な

い
の
か
。

【
町
民
課
長
】
税
の
賦
課
方
式
の

変
更
に
よ
る
も
の
で
、
町
で
も
繰

り
入
れ
を
す
る
。

【
副
町
長
】
国
保
税
は
、
国
費
と

保
険
料
で
賄
う
の
が
基
本
原
則
で

あ
る
。
こ
れ
以
上
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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ポ
ナ
イ
の
森
の
植
栽
管
理
状
況
は

５
年
経
過
し
た
の
で
管
理
の
必
要
な
し

菊池富也 議員

答 問

一般質問

整備の進まないポナイの森

高
齢
者
や
子
供
た
ち
に

対
す
る
新
年
度
予
算
は



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
野
内
】
行
政
に
よ
る
図
書
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
事
業

を
、
隣
の
常
陸
太
田
市
で
図
書

館
の
利
用
促
進
を
目
的
と
し

て
、昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
の
利
用
条
件
は
満
65

歳
以
上
の
方
、
そ
れ
か
ら
障
が

い
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る

方
、
ま
た
は
諸
事
情
に
よ
り
図

書
館
へ
来
館
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
と
な
っ
て
い
る
。
常
陸
太

田
市
に
よ
る
と
好
評
と
の
事
で

あ
る
が
、
大
子
町
と
し
て
こ
の

制
度
を
ど
う
思
う
か
、
ま
た
同

じ
よ
う
な
施
策
の
実
施
は
可
能

か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
常

陸
太
田
市
に
お
い
て
は
市
立
図

書
館
に
お
い
て
、
令
和
３
年
２

月
か
ら
図
書
館
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
取
り
組
ん
で
い
る
。
図
書

資
料
を
自
宅
ま
で
届
け
、
ま

た
、
返
却
に

つ
い
て
も
自

宅
へ
回
収
に

伺
う
事
業
で

あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
こ

の
利
用
を
受

け
る
た
め
に

は
、
図
書
館

利
用
カ
ー
ド

の
交
付
を
受

け
て
、
そ
の

上
で
宅
配
サ

ー
ビ
ス
利
用

の
登
録
を
進

め
る
こ
と
と

な
り
、
利
用

者
の
費
用
負

担
は
無
料
と
の
こ
と
。

　

大
子
町
と
し
て
は
、
図
書
を

自
宅
ま
で
届
け
る
た
め
の
車
両

の
確
保
と
か
、
新
た
な
人
員
の

配
置
が
必
要
と
な
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
ま
ず

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
図
書
利

用
カ
ー
ド
と
し
て
の
使
用
は
シ

ス
テ
ム
的
に
は
可
能
だ
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ

ッ
プ
内
に
あ
る
電
子
証
明
書
の

番
号
と
図
書
利
用
カ
ー
ド
の
利

用
者
番
号
を
、
紐
付
け
し
て
使

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
図
書
利
用
カ
ー
ド
の
発
行

は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
将
来
的
に
は
さ
ら
に
利
便
性

の
あ
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す

る
。

調
査
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
こ
れ
か
ら

の
方
向
性
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
図
書
配
置
な
ど
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
く
状
況
で
あ

る
。

【
野
内
】
今
の
答
弁
の
他
に
大

子
町
の
図
書
館
と
し
て
の
機
能

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
図
書
館
に
お
い
て
は

わ
た
し
の
経
験
上
、
時
代
の
変

革
期
と
い
う
こ
と
で
、
図
書
館

に
赴
い
て
本
を
借
り
て
き
て
読

む
、
ま
た
は
今
、
野
内
議
員
が

質
問
し
た
よ
う
に
、
な
か
な
か

通
え
な
い
人
は
自
宅
に
宅
配
し

て
も
ら
っ
て
読
む
、
こ
れ
ら
の

進
化
系
は
自
宅
に
本
の
デ
ー
タ

を
送
っ
て
も
ら
っ
て
読
む
こ
と

も
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
時
代

が
こ
の
後
来
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

【
野
内
】
現
在
、
行
政
と
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

促
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

こ
の
カ
ー
ド
を
大
子
町
の
図
書

利
用
カ
ー
ド
と
し
て
使
え
な
い

か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
マ
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今
後
、
図
書
館
の
機
能
は
ど
う
変
化

自
宅
に
本
の
デ
ー
タ
を
送
る
方
法
も

野内健一 議員

一般質問

大子町の知る自由を保障する機関「プチソファイア」

答 問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
須
藤
】
大
子
町
に
は
、
起
伏

に
富
ん
だ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

が
多
数
あ
る
。
奥
久
慈
を
代
表

す
る
男
体
山
は
、
山
頂
か
ら
奥

久
慈
の
山
々
や
久
慈
川
の
流
れ

が
一
望
で
き
る
。
奥
久
慈
の
ハ

イ
キ
ン
グ
人
気
を
更
に
高
め
て

い
く
た
め
の
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
新
た
な
取
組
み
や

考
え
は
あ
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
県
や
関
係

市
町
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

さ
ら
に
多
く
の
登
山
者
の
方
に

認
知
い
た
だ
け
る
よ
う
宣
伝
広

報
す
る
と
と
も
に
、
安
全
に
登

山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
環
境
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

【
須
藤
】
去
年
の
11
月
６
日
、

茨
城
新
聞
に
「
新
体
験
の
筑
波

山
登
山
、
官
民
連
携
で
ア
プ
リ

開
発
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
。
登
山
地
図
の
ほ
か
ネ
ッ

ト
経
由
で
登
山
届
や
救
助
案
内

に
も
対
応
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の
楽
し
み
方

と
い
う
も
の
の
方
向
性
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
研
究
し
て
み

る
価
値
が
あ
る
と
思
う
が
い
か

が
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
大
変
参
考

に
な
る
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
地
図

代
わ
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
使
っ

て
ア
プ
リ
を
使
う
方
が
ほ
と
ん

ど
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能

性
を
私
ど
も
も
調
査
し
て
ま
い

り
た
い
。

【
須
藤
】
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
整
備
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
令
和
４
年

１
月
に
男
体
山
の
視
察
を
実
施

し
、
男
体
山
か
ら
籠
岩
山
の
縦

走
ル
ー
ト
上
３
カ
所
に
案
内
板

設
置
の
確
認
を
し
た
。
ま
た
、

県
北
ト
レ
イ
ル
事
業
に
お
い
て

も
案
内
板
の
設
置
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
下
草
刈
り

を
実
施
し
て
整
備
に
努
め
て
き

た
。
先
の
議
会
で
質
問
の
あ
っ

た
不
動
滝
に
向
か
う
木
橋
に
つ

い
て
は
、
改
修
に
向
け
て
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

【
須
藤
】
東
京
理
科
大
の
研
修

施
設
を
大
子
町
営
研
修
セ
ン
タ

ー
と
し
て
令
和
３
年
９
月
１
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
。
９
月
１
日
か
ら
の
利
用
状

況
は
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の

か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
宿
泊
棟

は
茨
城
大
学
理
学
部
に
地
質
調

査
や
論
文
作
成
の
た
め
に
利
用

い
た
だ
く
な
ど
、
延
べ
３
４
８

名
に
利
用
い
た
だ
い
た
。
そ
の

他
、
よ
さ
こ
い
の
練
習
の
場
と

し
て
体
育
館
を
、
コ
ー
ラ
ス
練

習
の
た
め
に
音
楽
室
を
利
用
い

た
だ
く
な
ど
、
多
目
的
に
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
。

【
須
藤
】
利
用
を
高
め
て
い
く

た
め
の
策
と
い
う
か
計
画
は
あ

る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
下
野
宮

地
区
の
茨
大
研
修
所
が
老
朽
化

等
に
よ
り
運
用
を
終
了
し
た
。

今
後
は
、
町
営
研
修
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し

た
い
と
の
申
し
出
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

【
須
藤
】
大
子
町
は
首
都
圏

か
ら
も
近
い
。
豊
か
な
自

然
環
境
や
大
子
広
域
公
園

運
動
広
場
、
温
泉
資
源
な

ど
、
楽
し
め
る
施
設
が
あ

る
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
町
有

施
設
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り

十
分
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

町
内
宿
泊
施
設
に
影
響
が
出
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
所
管
課

と
も
連
携
し
研
究
し
て
ま
い
り

た
い
。

【
町
長
】
大
学
の
誘
致
を
し
な

が
ら
民
業
圧
迫
を
し
な
い
よ
う

に
共
に
経
済
効
果
を
上
げ
て
い

く
。
例
え
ば
イ
ン
カ
レ
が
大
子

町
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
な
町
づ

く
り
を
し
て
い
く
と
も
っ
と
需

要
が
高
ま
っ
て
い
く
と
思
う
。

将
来
的
な
構
想
と
し
て
は
有
効

な
手
段
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
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リニューアルオープンした町営研修センター

町
営
研
修
セ
ン
タ
ー
に
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
を

ハ
イ
キ
ン
グ
人
気
を
高
め
る
対
策
は

宣
伝
広
報
と
環
境
整
備
に
努
め
る

須藤　明 議員

一般質問

問答



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
金
澤
】
地
方
に
住
ん
で
も
都

会
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
が
で
き

て
質
の
高
い
生
活
が
可
能
に
な

る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
は
大
子
町
に
と
っ
て
非
常
に

追
い
風
だ
と
思
う
が
、
ど
う
考

え
る
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
医
療
や

福
祉
な
ど
様
々
な
課
題
を
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
解
決
で

き
れ
ば
本
構
想
は
非
常
に
追

い
風
と
感
じ
て
い
る
。
し
か

し
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
推
進
に

は
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
く
、

今
後
官
民
が
連
携
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

【
金
澤
】（
株
）
さ
と

ゆ
め
と
の
連
携
事
業

の
現
在
の
状
況
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

地
域
資
源
を
活
用
し

た
事
業
、
関
係
・
交

流
人
口
の
創
出
に
関

す
る
事
業
、
テ
レ
ワ

ー
ク
・
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
事
業
な
ど
に
つ

い
て
連
携
し
て
推
進

し
て
い
る
。

【
金
澤
】
ア
グ
リ
マ

ス
（
株
）
と
の
連
携

事
業
の
状
況
は
。

【
福
祉
課
長
】
健
康

づ
く
り
や
介
護
予
防

事
業
の
方
向
性
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま

り
、
体
制
が
整
っ
て

き
た
。

【
金
澤
】
将
来
介
護

す
る
側
の
人
手
不
足

が
予
想
さ
れ
る
が
、

都
圏
方
面
に
大
子
町
イ
コ
ー

ル
ア
ウ
ト
ド
ア
の
イ
メ
ー
ジ

を
定
着
さ
せ
る
Ｐ
Ｒ
を
図
っ

て
い
く
。

【
金
澤
】
将
来
、
産
業
廃
棄
物

と
し
て
心
配
さ
れ
て
い
る
太
陽

光
パ
ネ
ル
だ
が
、
再
資
源
化
の

可
能
性
を
伺
う
。

【
生
活
環
境
課
長
】
今
年
７
月

か
ら
廃
棄
費
用
積
立
制
度
が

施
行
さ
れ
、
さ
ら
に
技
術
開

発
に
よ
り
約
95
％
が
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
る
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。

【
金
澤
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か

ら
す
る
と
森
林
保
全
は
大
事
だ

が
町
の
森
林
整
備
事
業
の
状
況

は
。

【
農
林
課
長
】
人
工
林
の
86
％

が
伐
採
期
を
迎
え
て
い
る
が

計
画
的
に
森
林
整
備
を
進
め

て
い
る
。
経
営
管
理
に
適
さ

な
い
人
工
林
は
森
林
経
営
管

理
制
度
で
針
広
混
合
林
化
し

て
森
林
保
全
を
図
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
に
よ
り

介
護
の
在
り
方
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
か
。

【
福
祉
課
長
】
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
導
入
し
て
業
務
の
効
率
化

を
図
り
、
要
介
護
者
に
向
き

合
う
時
間
を
増
や
す
。

【
金
澤
】
ナ
ム
チ
ェ
バ
ザ
ー
ル
、

モ
ン
ベ
ル
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
水
戸

支
社
な
ど
と
の
連
携
事
業
の
進

ち
ょ
く
状
況
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
ナ
ム
チ
ェ

バ
ザ
ー
ル
は
県
北
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
コ
ー
ス
整
備
を
県
か

ら
委
託
さ
れ
て
お
り
、
コ
ー

ス
整
備
で
は
連
携
し
て
い
る
。

ま
た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
拠

点
を
所
谷
地
区
に
整
備
し
て

お
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
や

特
産
品
の
販
売
な
ど
も
検
討

し
て
い
る
。
モ
ン
ベ
ル
と
は

１
０
１
万
人
の
モ
ン
ベ
ル
会

員
に
向
け
、
大
子
町
の
ア
ウ

ト
ド
ア
情
報
の
発
信
に
努
め

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
水
戸

支
社
と
は
、
令
和
５
年
に
行

わ
れ
る
、
国
内
最
大
規
模
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
に
向
け
て
、
主
に
首
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デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
町
づ
く
り
は

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
取
り
組
む

金澤眞人 議員

一般質問

答 問

着々と進む袋田バイパス

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か

ら
見
た
ま
ち
づ
く
り



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
福
田
】
家
族
に
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
人
が
い
る
時
に
、
家
事

や
家
族
の
世
話
、
介
護
、
感
情

面
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る

人
を
ケ
ア
ラ
ー
、
そ
の
中
で
18

歳
未
満
の
人
を
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
と
呼
ん
で
い
る
。
茨
城
県
議

会
で
は
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

ず
、
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く

た
め
に
「
県
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
し
、
共
に

生
き
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
条
例
」
を
令
和
３
年
12

月
に
施
行
し
た
。
全
国
市
町
村

の
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

イ
レ
の
設
置
場
所
、
ト
イ
レ
を

貸
し
て
く
れ
る
協
力
店
を
載
せ

て
は
ど
う
か
と
思
う
が
考
え
を

伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
サ
イ
ク
リ

ン
グ
マ
ッ
プ
へ
は
す
で
に
掲
載

し
て
お
り
、
今
後
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ア
プ
リ
に
も
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
観

光
マ
ッ
プ
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

も
観
光
客
、
地
元
店
舗
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

か
ら
、
急
速
に
言
葉
の
認
識
が

進
ん
で
い
る
の
が
感
じ
取
れ

る
。
大
子
町
に
お
け
る
担
当
部

署
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

【
福
祉
課
長
】
福
祉
・
介
護
・

医
療
・
教
育
の
分
野
の
連
携
が

大
変
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の

担
当
が
福
祉
課
で
あ
る
の
で
、

窓
口
は
福
祉
課
と
考
え
て
い

る
。

【
福
田
】
ケ
ア
の
対
象
、
状
況

は
様
々
だ
と
思
う
が
、
実
態
調

査
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

【
福
祉
課
長
】
町
独
自
の
調
査

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、今
後
、

県
か
ら
調
査
依
頼
が
あ
っ
た
時

に
は
速
や
か
に
対
処
す
る
。

【
福
田
】
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は

公
立
中
学
２
年
生
の
約
17
人
に

１
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

多
職
種
連
携
の
体
制
整
備
が
急

務
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
。

【
福
祉
課
長
】
国
が
進
め
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
地

域
の
主
体
性
に
基
づ
き
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
体
制
を
構
築

し
て
い
く
の
で
、
こ
れ
を
利
用

し
効
果
的
な
支
援
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

【
福
田
】
コ
ロ
ナ
禍
の
レ
ジ
ャ

ー
と
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活

動
を
推
奨
し
て
い
く
上
で
の
ト

イ
レ
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
公
衆
の
ト

イ
レ
整
備
に
つ
い
て
は
全
国
の

観
光
地
同
様
、
町
内
で
も
課
題

と
捉
え
て
い
る
。
公
衆
ト
イ
レ

の
設
置
場
所
の
周
知
と
共
に
携

帯
用
の
ト
イ
レ
を
用
意
し
て
も

ら
う
な
ど
の
協
力
を
求
め
て
い

く
。
さ
ら
に
新
規
整
備
に
つ
い

て
も
関
係
機
関
と
話
し
合
っ
て

い
き
た
い
。

【
福
田
】
お
が
く
ず
な
ど
が
便

器
の
中
に
あ
り
、
そ
こ
に
排
泄

を
し
て
撹か
く
は
ん拌
す
る
こ
と
で
微
生

物
が
排
泄
物
を
分
解
し
て
く
れ

る
バ
イ
オ
ト
イ
レ
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
水
や
く
み
取
り
が
不

要
で
あ
り
、
旭
山
動
物
園
や
富

士
山
な
ど
で
も
導
入
さ
れ
て
い

る
が
大
子
町
で
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
ヒ
ー
タ
ー

を
使
用
す
る
た
め
電
力
が
必
要

に
な
る
、
お
が
く
ず
な
ど
を
年

に
数
回
交
換
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
課
題
が
あ
る
。

今
後
必
要
と
さ
れ
る

機
能
や
規
模
に
つ
い

て
調
査
し
て
い
く
。

【
福
田
】
使
用
後
の

お
が
く
ず
は
肥
料
に

な
り
、
新
し
い
も
の

は
間
伐
材
な
ど
を
利

用
で
き
る
。
水
洗
ト

イ
レ
を
新
規
設
置
す

る
よ
り
は
設
置
し
や

す
い
と
考
え
る
。
ま

た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

の
様
々
な
地
図
に
ト
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
は

県
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
ら
速
や
か
に
行
う

福田祥江 議員

一般質問

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
時

の
ト
イ
レ
整
備
を

アウトドア活動時にはトイレが整備されているかが心配‥

問答



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
大
森
】
ふ
る
さ
と
納
税
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
買
い
物
と

い
う
感
覚
に
な
っ
て
い
る
。
寄

附
で
は
な
く
お
買
い
物
な
ら

ば
、
売
れ
る
売
り
方
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
観
光
客
が
立

ち
寄
る
道
の
駅
や
お
や
き
学
校

に
返
礼
品
の
現
品
を
展
示
す

る
、
ふ
る
さ
と
納
税
促
進
コ
ー

ナ
ー
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
担

当
も
財
政
課
か
ら
特
産
品
流
通

公
社
や
振
興
公
社
へ
移
し
、
企

画
の
自
由
度
を
高
め
て
は
ど
う

か
。

【
財
政
課
長
】
観
光
客
が
返
礼

品
を
直
に
触
れ
る
手
法
は
制
度

上
問
題
な
く
、
全
国
的
に
類
似

例
も
な
い
こ
と
か
ら
効
果
は
期

待
で
き
る
。
食
品
な
ど
展
示
に

不
向
き
な
も
の
も
多
い
が
、
実

験
的
な
展
示
の
検
討
を
進
め
た

い
。
担
当
部
署
の
変
更
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
署
に
よ
り
得
意
分

野
が
異
な
る
た
め
課
題
が
多
い

と
考
え
る
。

【
大
森
】
常
陸
大
子
駅
の
近
く

に
交
流
拠
点
建
設
の
構
想
が
あ

る
。
そ
の
建
物
に
、
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
学
習
で
き
る
場

所
が
あ
れ
ば
学
校
帰
り
の
高
校

生
が
利
用
し
や
す
い
。
検
討
で

き
な
い
か
。

【
町
長
】
町
民
の
意
見
を
幅
広

く
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
庁
舎
の
周
辺
が
防
災
道
の
駅

と
な
る
の
で
、
交
流
拠
点
の
計

画
は
ま
ち
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
と
の

関
係
か
ら
絞
ら
れ
て
く
る
。

線
で
風
情
を
感
じ
、
町
内
で
長

く
滞
在
し
、
復
路
は
新
幹
線
と

い
っ
た
推
奨
が
で
き
る
。
ま
ず

は
実
証
実
験
の
運
行
だ
が
、
定

期
便
に
な
れ
ば
観
光
客
だ
け
で

な
く
二
地
域
居
住
者
の
誘
致
に

も
有
効
に
な
る
。
結
果
に
よ
り

定
期
路
線
の
流
れ
は
あ
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
大
子
町
内

か
ら
那
須
塩
原
駅
を
直
通
運
行

す
る
路
線
バ
ス
は
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
、
お
盆
、
秋
の
観

光
シ
ー
ズ
ン
、
年
末
年
始
の
土

曜
・
休
日
の
26
日
間
で
一
日
三

往
復
を
計
画
し
て
い
る
。
秋
の

「
茨
城
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
対
応
す

る
交
通
整
備
が
目
的
で
も
あ
る

が
、
利
用
促
進
を
図
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
活
用
の
可
能
性
も
検
証
し

な
が
ら
、
関
係
人
口
を
創
出
し

て
事
業
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

【
大
森
】
新
幹
線
駅
を
結
ぶ
路

線
バ
ス
の
試
行
が
予
定
さ
れ
、

遠
距
離
の
移
動
手
段
は
新
幹
線

だ
と
考
え
る
観
光
客
を
呼
び
込

む
よ
い
機
会
だ
。
往
路
は
水
郡
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ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
展
示
所
を

観
光
客
が
さ
わ
れ
る
展
示
所
を
検
討

大森勝夫 議員

一般質問

「ふるさと納税はネットショッピング」と思っている人が多いのでは

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
学
習
で
き
る
場
所
を

答 問

新
幹
線
駅
を
結
ぶ
路

線
バ
ス
の
実
用
化
は



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
藤
田
】
茨
城
県
で
実
施
し
た

低
所
得
者
へ
の
子
供
一
人
当
た

り
５
万
円
の
給
付
に
上
乗
せ
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

【
福
祉
課
長
】
町
独
自
の
給
付

金
の
支
給
は
考
え
て
い
な
い
。

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
（
児
童
一
人
当

た
り
５
万
円
）・
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
（
児
童
一

人
当
た
り
10
万
円
）・
非
課
税
一

世
帯
当
た
り
10
万
円
支
給
を
し

て
い
る
。
ま
た
、緊
急
小
口
資
金
、

総
合
支
援
資
金
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
金
も
令
和
４
年
６
月

ま
で
延
長
に
な
っ
た
。
支
援
策

【
藤
田
】
大
子
町
の
大
き
な
財
源

で
あ
る
袋
田
観
瀑
施
設
利
用
料

金
の
累
計
額
並
び
に
利
用
料
金

で
の
第
２
観
瀑
台
、
ま
い
ん
の

償
還
額
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
令
和
２
年

度
末
で
の
累
計
で
46
億
４
千
万

円
程
度
で
あ
る
。

【
財
政
課
長
】
新
観
瀑
台
建
設
事

業
償
還
に
約
１
億
２
３
０
０
万

円
、
ま
い
ん
の
償
還
に
約
２
億

１
３
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
充

当
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
袋
田
の
滝
に
来
て
頂
い

た
お
客
様
に
対
し
て
、
町
内
周

遊
ル
ー
ト
の
策
定
や
町
独
自
施

策
の
周
知
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
色
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
（
状
況
）
の
中
で
町
全
体

の
Ｐ
Ｒ
が
出
来
る
よ
う
に
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

は
重
層
的
に
整
え
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
。

【
藤
田
】
常
陸
大
子
駅
前
旧
パ
チ

ン
コ
店
跡
地
に
交
流
拠
点
整
備

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
新
庁
舎

建
設
や
衛
生
セ
ン
タ
ー
建
設
費
、

今
後
の
償
還
を
考
え
る
と
、
建

物
前
提
で
考
え
て
良
い
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
今
後
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
、
町
内
外
の
方

そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
や
視
点
で
施

設
の
機
能
性
や
必
要
性
な
ど
意

見
を
頂
き
、
よ
り
良
い
施
設
の

構
築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
大
子
町
営
研
修
セ
ン
タ

ー
の
運
営
の
採
算
性
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
場
の
整
備
の
考
え
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
茨
城
大

学
を
中
心
に
大
学
の
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
（
※
）
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ

し
て
利
用
者
増
加
に
努
め
た
い
。

整
備
は
振
興
公
社
と
調
整
し
た

い
。

（
※
）「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」と
は
、

目
的
や
好
き
な
こ
と
を
同
じ
く

す
る
仲
間
の
こ
と
。

【
藤
田
】
笠
間
市
「
ム
ラ
サ
キ
パ

ー
ク
か
さ
ま
」
の
よ
う
に
国
・

県
と
の
連
携
で
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
現
在
、
災
害
等
で
費
用

が
か
か
っ
て
い
る
。
し
っ
か
り

財
源
を
取
っ
て
き
て
、
議
論
を

交
わ
し
な
が
ら
方
向
性
を
出
し

て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
袋
田
観
瀑
施
設
ト
ン
ネ

ル
内
改
修
実
施
計
画
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
ト
ン
ネ
ル

内
の
照
明
の
更
新
、
配
線
の
整

理
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設
置
、

恋
人
の
聖
地
の
活
用
等
を
予
定

し
て
い
る
。
11
月
下
旬
以
降
に

施
設
を
閉
鎖
し
な
い
で
工
事
を

予
定
し
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、

大
子
町
観
光
協
会
と
調
整
す
る
。

【
藤
田
】
地
元
関
係
者
等
か
ら
頂

い
た
意
見
な
ど
は
ど
の
様
に
反

映
す
る
考
え
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
内
容
を
精

査
し
、
で
き
る
だ
け
可
能
な
範

囲
で
取
り
入
れ
た
い
。
今
後
も

意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
い
。

【
藤
田
】
改
修
工
事
に
係
る
財

源
、
改
修
で
予
想
さ
れ
る
効
果

を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
財
源
は
観

光
振
興
基
金
、
過
疎
債
の
起
債
、

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
※
）
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。
効
果
と
し
て
は
、

安
全
性
の
向
上
、
観
光
客
の
増

加
や
町
内
観
光
施
設
へ
の
誘
客
、

施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
向

上
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

（
※
）「
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
と

は
、
町
が
行
う
事

業
な
ど
に
、
共
感

し
た
人
達
か
ら
寄

附
を
募
る
仕
組
み

の
こ
と
。
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誘客も図れる改修を

さ
ら
な
る
支
援
策
は
考
え
て
い
る
か

重
層
的
に
整
え
ら
れ
て
い
る

藤田　稔 議員

一般質問

町
内
へ
の
誘
客
対
策
と

町
独
自
施
策
の
周
知
を

問答



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
川
井
】
変
異
株
で
あ
る
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第
６
波
に
よ

っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
急
激
な
拡
大
が
続
き
、

感
染
者
数
は
高
止
ま
り
の
状
態

で
あ
る
。
大
子
町
に
お
い
て
、

自
宅
療
養
者
の
人
数
と
自
宅
療

養
者
そ
の
同
居
家
族
濃
厚
接
触

者
に
対
す
る
町
の
支
援
体
制
の

現
況
を
伺
う
。

【
健
康
増
進
課
長
】
自
宅
療
養

者
の
人
数
に
つ
い
て
は
守
秘
義

務
に
よ
り
差
し
控
え
た
い
。
支

援
の
状
況
は
県
と
の
覚
書
の
締

結
後
、
県
か
ら
自
宅
療
養
者
の

情
報
提
供
を
受
け
、
希
望
者
に

無
償
で
食
料
品
等
を
届
け
る
支

援
を
開
始
し
現
在
ま
で
に
44
人

に
支
援
を
お
こ
な
っ
た
。

【
川
井
】
町
民
の
利
益
を
優
先

し
大
規
模
接
種
会
場
で
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
等
、
接
種
機
会
の
拡

大
は
必
要
と
思
う
が
町
の
考
え

を
伺
う
。

【
健
康
増
進
課
長
】
県
庁
の
大

規
模
接
種
会
場
で
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

予
約
は
市
町
村
へ
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
申
し
込
み
希

望
が
あ
っ
た
数
名
は
健
康
増
進

課
で
予
約
対
応
し
た
。
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
大
規
模
接
種

対
象
市
町
村
欄
に
大
子
町
の
記

載
が
無
か
っ
た
が
、
３
月
よ
り

大
子
町
が
追
加
記
載
さ
れ
た
。

【
川
井
】
茨
城
県
を
対
象
に
し

た
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
２
０
２
３

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
※
）
に
向
け
て
、
町

の
取
組
を
伺
う
。

（
※
）「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
は
Ｊ
Ｒ
６

社
と
地
域
、
県
、
市
町
村
、
地

元
観
光
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
、

観
光
地
の
魅
力
的
な
観
光
資
源

の
紹
介
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
や
お
も
て

な
し
の
取
り
組
み

等
の
宣
伝
を
全
国

で
実
施
す
る
国
内

最
大
規
模
の
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

【
観
光
商
工
課
長
】

観
光
の
魅
力
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る

絶
好
の
機
会
と
し

て
捉
え
て
い
る
。

今
回
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
テ
ー

マ
は
、「
体
験
王

ん
だ
観
光
産
業
の
起
爆
剤
と
し

て
、
Ｓ
Ｌ
の
運
行
や
イ
ベ
ン
ト

列
車
の
運
行
等
の
推
進
に
つ
い

て
町
の
考
え
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
Ｓ
Ｌ
等
の

イ
ベ
ン
ト
列
車
の
運
行
は
観
光

誘
客
に
有
効
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
茨
城
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
お
け
る
有
力
な
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
注
目
を
し
て
い
る

が
、
Ｓ
Ｌ
の
運
行
に
は
多
額
の

経
費
が
伴
う
。
実
現
の
可
能
性

を
探
っ
て
み
た
い
。

【
川
井
】
最
後
に
Ｓ
Ｌ
運
行
に

関
し
町
長
の
所
感
を
伺
う
。

【
町
長
】
通
常
運
行
ま
で
大
き

な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
が
、
投
資

し
た
費
用
が
継
続
的
に
Ｓ
Ｌ
の

運
行
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、

最
終
的
に
町
に
メ
リ
ッ
ト
が
出

る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
ス
キ
ー

ム
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
。

Ｊ
Ｒ
の
状
況
は
な
か
な
か
苦
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
が
粘
り
強
く
交
渉
し
て
い
く
。

国
い
ば
ら
き
」
な
の
で
、
大
子

町
に
と
っ
て
も
非
常
に
親
和
性

の
高
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
し
っ

か
り
と
抜
け
目
な
く
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
川
井
】
平
成
10
年
は
第
１
回

茨
城
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
、
平
成
24
年

は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援

と
し
て
等
、
象
徴
的
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
Ｓ
Ｌ
が
運
行
さ
れ
た
。

県
議
会
に
お
い
て
も
石
井
県
議

が
継
続
性
を
訴
え
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
収
束
後
を
見
据
え
落
ち
込
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観
光
振
興
に
つ
い
て

自
宅
療
養
者
の
支
援
体
制
の
現
状
は

無
償
で
食
料
品
等
を
届
け
る
支
援
を
開
始

川井正人 議員

一般質問

SLの運行をめざして

答 問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
飯
村
】
新
庁
舎
建
設
工
事
の

入
札
価
格
は
２
億
円
安
価
で
の

契
約
、
更
に
国
と
県
か
ら
獲
得

し
た
補
助
金
１
億
５
千
万
円
、

合
計
３
億
５
千
万
円
の
節
約
と

な
っ
た
。
竣
工
に
向
け
て
現
在

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
物
資
調
達
が

困
難
と
聞
い
て
い
る
。
進
ち
ょ

く
状
況
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
２

月
現
在
、
進
ち
ょ

く
率
は
55
％
。
町

で
は
内
容
を
精

査
し
工
期
の
変

更
な
ど
判
断
を

し
て
い
き
た
い
。

既
存
の
道
の
駅
の
サ
イ
ク
ル
利

用
者
の
増
加
を
考
え
る
。
設
置

に
つ
い
て
は
現
在
様
々
な
選
択

肢
を
検
討
中
、
提
案
は
視
野
に

入
れ
て
進
め
て
い
き
た
い

【
飯
村
】
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開

催
も
で
き
、
交
流
拠
点
と
し
て
、

み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
所
と
な

り
得
る
。
そ
れ
に
伴
い
駅
に
近

い
場
所
へ
設
置
行
う
こ
と
で
案

内
も
し
や
す
く
な
り
、
更
に
利

用
者
が
増
え
、
活
性
化
に
繋
が

っ
て
い
く
こ
と
と
思
う
。

【
飯
村
】
役
場
移
転
に
伴
い
、

公
共
交
通
の
ア
ク
セ
ス
や
中
心

市
街
地
の
住
民
へ
の
配
慮
は
。

【
総
務
課
長
】
常
陸
大
子
駅
を

起
点
と
す
る
路
線
バ
ス
、
み
ど

り
号
、
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
、
全
コ

ー
ス
新
庁
舎
発
着
の
停
留
所
を

置
く
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
つ
い
て
は
大
子
、
大
子
池
田

郵
便
局
へ
４
月
か
ら
業
務
委
託

を
行
う
。

【
飯
村
】
庁
舎
の
完
成
に
伴
い

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
公
表
は
。

【
総
務
課
長
】
庁
舎
の
共
用
開

始
前
に
内
覧
会
を
開
催
し
て
町

民
の
皆
さ
ん
に
見
て
頂
く
。

【
飯
村
】
茨
城
産
材
の
大
規
模

木
造
施
設
と
し
て
例
を
見
な
い

建
築
物
と
な
る
。
見
学
や
視
察

な
ど
多
く
の
団
体
等
が
訪
れ
る

と
思
わ
れ
る
。
視
察
研
修
、
観

光
な
ど
宿
泊
施
設
に
伴
う
案
内

な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

【
総
務
課
長
】
役
場
、
観
光
施

設
、
事
業
者
な
ど
と
連
携
し

て
町
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
く
。

【
飯
村
】
役
場
跡
地
に
つ
い
て

ま
ち
な
か
ビ
ジ
ョ
ン
の
本
計
画

で
は
、
道
の
駅
の
第
２
駐
車
場

や
防
災
拠
点
と
し
て
活
用
す
る

と
示
さ
れ
て
い
る
。
新
庁
舎
移

転
に
伴
い
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
既
存
の
道

の
駅
と
一
体
と
な
り
防
災
道
の

駅
と
し
て
、
国
、
県
と
連
携
を

し
て
令
和
５
年
度
の
整
備
を
目

指
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

【
飯
村
】
防
災
、
交
流
機
能
と

し
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を

行
う
と
あ
る
が
、
施
設
に
関
す

る
機
能
設
置
は
ど
の
よ
う
に
決

定
さ
れ
て
行
く
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
情
報
の
提

供
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
特
産
品

販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
考
え
て
い

る
。
決
定
ま
で
は
町
民
の
皆
さ

ん
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

【
飯
村
】
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
で
Ｊ
Ｒ
や
県
と

連
携
し
て
様
々
な
企
画
を
行

い
知
名
度
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
。

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
サ
イ
ク
ル
ト
レ

イ
ン
も
通
年
運
行
が
発
表
さ

れ
た
。
駅
か
ら
近
い
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
奥
久
慈
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
移

転
し
て
相
互
の
発
展
を
計
画

し
て
み
て
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
ま
ず
は
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コロナ禍で物資や人手不足は
地球規模で起こっている事象。
慌てることなく安心な建設工
事の対応を願う。

現役場駐車場『いばチャリ㏌大子の開会式の様子』
駅から近い役場跡地は防災拠点として、またイベ
ントなどの開催、交流広場として利活用される。

新
庁
舎
竣
工
に
伴
う
公
表
の
仕
方
は

内
覧
会
で
町
民
に
見
て
い
た
だ
く

飯村　剛 議員

一般質問

来
庁
者
へ
の
町
の

お
も
て
な
し
を
込

め
た
案
内
を

Ｊ
Ｒ
と
更
に
連
携
し

た
事
業
の
推
進
を

問答
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私
が
今
一
番
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
は
、
苦
手
教
科
の

克
服
で
す
。
私
が
苦
手
な
教

科
は
数
学
で
す
。
し
か
し
、

私
は
理
系
科
目
を
得
意
に
し

た
い
の
で
数
学
も
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
基
礎
の
勉
強
か
ら
始
め

て
い
っ
た
ら
理
解
す
る
ス
ピ

ー
ド
が
速
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
分
か
ら
な

わ
く
わ
く

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わわわ
くくくくくわ

た
し
の
夢

い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
し
な

い
で
聞
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
成
績
が
少
し
ず

つ
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。
こ

の
先
勉
強
以
外
で
も
苦
手
な

所
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
諦

め
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
こ
か

ら
立
ち
上
が
る
の
は
難
し
い

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の

で
、
最
初
か
ら
諦
め
る
の
で

は
な
く
、
信
頼
で
き

る
先
生
、
家
族
や
友

達
に
頼
っ
て
、
一
緒

に
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

大子中学校３年
岡
おかざき

﨑奏
か の ん

音さん

Ｆ
Ｍ
放
送
の
お
知
ら
せ

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
し
て
い
ま
す

の
で
、是
非
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

放
送
日
、
時
間
等
は
Ｆ
Ｍ
放

送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
５
月
31
日
（
火
） 

開　
　

会

▽
１
日
（
水
）
〜
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

  

自
宅
審
議

▽
６
日
（
月
）　   

一
般
質
問

▽
７
日
（
火
）　   

一
般
質
問

▽
８
日
（
水
）　   

一
般
質
問

▽
９
日
（
木
）　   

逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　

  

閉　
　

会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長　

福　

田　

祥　

江

副
委
員
長　

須　

藤　
　
　

明

委　
　

員　

川　

井　

正　

人

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

齋　

藤　

忠　

一

委　
　

員　

金　

澤　

眞　

人

　
「
純
木
造
」
の
新
庁
舎
建
設

が
始
ま
っ
て
約
１
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
当
初
の
予
定
で
は
４
月

末
に
完
成
す
る
見
込
み
で
し
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
作
業
の
遅
れ

や
、
世
界
情
勢
の
影
響
に
よ
る

建
設
資
材
等
の
不
足
に
よ
り
、

完
成
ま
で
に
は
も
う
少
し
時
間

が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
木
に
な
る
新
庁
舎
の

気
に
な
る
進
ち
ょ
く
状
況
の
写

真
は
、
令
和
４
年
４
月
19
日
時

点
の
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
議
員
の
任
期
は
約

半
分
を
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の

２
年
間
を
振
り
返
る
と
、
東

日
本
台
風
か
ら
の
復
興
に
伴

い
、
新
規
事
業
・
既
存
事
業

の
変
更
に
よ
る
審
議
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
な
ど
、

あ
っ
と
い
う
間
の
２
年
間
で

あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
は
常
任
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
替
わ
り
ま

し
た
。
新
た
な
分
野
の
知
見

も
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
後
は
更
に
、
町

民
の
方
々
、
議
員
間
、
執
行

部
と
の
直
接
的
対
話
を
大
切

に
し
つ
つ
も
、様
々
な
状
況
・

課
題
に
臨
機
応
変
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
色
々
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
有
効

利
用
し
、
進
化
し
続
け
る
議

会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
福
田
祥
江
）

あ
と
が
き

6
月
定
例
会
開
催
予
定

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会


